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ま　え　が　き

総合的な学習の時間は、変化の激しい社会に対応して、自ら課題を見付け、

自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力を

育てることなどをねらいとすることから、思考力・判断力・表現力等が求めら

れる「知識基盤社会」の時代においてますます重要な役割を果たすものです。

平成 21 年 3 月の学習指導要領の改訂においては、総合的な学習の時間の特

質や目指すところを目標として示し、この時間において育成する生徒の資質や

能力及び態度を明確にしました。

総合的な学習の時間の課題としては、大きな成果を上げている学校がある一

方、当初の趣旨・理念が必ずしも十分に達成されていない状況も見られるとこ

ろであり、本書は、こうした課題に応えるため、総合的な学習の時間に係る計

画の基本的な考え方や具体例、学習指導及び総合的な学習の時間を推進するた

めの体制づくりなどについて、分かりやすく解説するとともに、優れた実践事

例を取り上げました。

各教育委員会及び各学校において、本書が積極的に活用され、総合的な学習

の時間の一層の充実が図られることを期待しています。

最後に、本書の作成に当たり、多大な御協力をいただいた協力者、事例提供

校ほか関係の方々に、心から感謝申し上げます。

　　平成 25 年 7 月

文部科学省初等中等教育局長　　

布　村　幸　彦
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【はじめに】

今、求められる力

○　この資料を手に取った先生の学校に、今、期待されていることは何だろうか。いずれ学校を巣立

つであろう我が校の生徒たちに、是非とも身に付けてもらいたいと思っている力はどのような力だ

ろうか。

○　「豊かな心」、「健康」、「考える力」、「思いやり」、「自ら学ぶ力」、「自然を愛する心」など、いつの時代、

どこの地域においても、共通に生徒たちに身に付けてもらいたいと思う力もあれば、「地域産業の

発展に尽くしてほしい」、「家庭をしっかり守ってほしい」、「国際社会で活躍してほしい」、「家業

を継いでほしい」など、生徒の置かれた環境や生徒の志向などに応じ、学校には、実に多くの様々な

期待が寄せられていることだろう。

○　学校を離れた社会全体に目を向けてみると、知識基盤型社会化・グローバル化などの社会変化、

フリーター・パラサイトシングル・ネットカフェ難民など新しい青少年問題、「失われた 10 年」

で企業が人を育てる余裕がなくなり、即戦力に対する需要の高まりなどを背景に、基礎学力や専門知

識はもちろん、コミュニケーション力、課題解決力、論理的思考力、創造力など、学校を離れ社会生

活や職業生活を営んでいく上で必要とされる「力」の育成の重要性が各方面から指摘されている。

○　このような「力」の育成に関する、近年の我が国の具体的な動きとしては、以下のものが挙げら

れる。

◆　平成 15 年『人間力戦略研究会報告書』（内閣府）

・「人間力」（“社会を構成し運営するとともに、自立した一人の人間として力強く生きていく

ための総合的な力”として、「基礎学力」「論理的思考力」「コミュニケーションスキル」「リー

ダーシップ」「意欲」「自分らしい生き方や成功を追究する力」などを挙げている。）

◆　平成 16 年『若年者の就職能力に関する実態調査』（厚生労働省）

・「就職基礎能力」（“企業が採用に当たって重視し、基礎的なものとして比較的短期間の訓練

により向上可能な能力”として、「コミュニケーション能力」「職業人意識」「基礎学力」「ビ

ジネスマナー」などを挙げている。）

◆　平成 18 年『社会人基礎力に関する研究会－中間取りまとめ－』（経済産業省）

・「社会人基礎力」（“職場や地域社会の中で多様な人々とともに仕事を行っていく上で必要な

基礎的な能力”として、「前に踏み出す力」「考え抜く力」「チームで働く力」などを挙げている。）

○　また、ここ数年における文部科学省の具体的な動きとしては、以下のものが挙げられる。

◆　平成 20 年 12 月『学士課程教育の構築に向けて』（中央教育審議会答申）

・「学士力」（“各専攻分野を通じて培う、学士課程共通の学習成果”として、「知識・理解」

「汎用的技能」「態度・志向性」「統合的な学習経験と創造的思考力」などを挙げている。）

◆　平成 22 年５月『今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について』（中央教育

審議会キャリア教育・職業教育特別部会第二次審議経過報告）

・「基礎的・汎用的能力」（“社会的・職業的自立、社会・職業への円滑な移行に必要な力”と
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して、「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「キャ

リアプランニング能力」などを挙げている。）

○　更には、日本のみならず諸外国でも、近年こうした「力」の育成に関する議論が活発に行われて

いるが、とりわけ、OECD（経済協力開発機構）での動きに注目が集まっていることは周知のこと

であろう。

○　OECD は、1997（平成９）年から、“変化”“複雑性”“相互依存”に特徴付けられる世界へ

の対応の必要性などを背景に、DeSeCo（コンピテンシーの定義と選択）プロジェクトを立ち上げ、

主要能力、すなわちキーコンピテンシー（単なる知識や技能だけではなく、技能や態度を含む様々

な心理的・社会的なリソースを活用して、特定の文脈の中で複雑な課題に対応することができる力）

を構成するカテゴリーとして、

　①　社会・文化的、技術的ツールを相互作用的に活用する能力

　②　多様な社会グループにおける人間関係形成能力

　③　自立的に行動する能力

を挙げた。2000（平成 12）年に初めて実施された OECD の国際学力調査（PISA）は、この概念

的な枠組みの下、「従来のように、学校で習得した知識・技能の量ではなく、その活用能力」を調

査対象とし、世界各国に大きな影響を及ぼすものとなったことは、教育関係者の記憶に新しいこと

だろう。

○　最近では、ATC21s（Assessment and Teaching of 21st Century Skills）において、例えば批判

的思考力、問題解決能力、コミュニケーション能力、コラボレーション（チームワーク）能力、自

立的に学習する力など 4 カテゴリ、10 スキルとして 21 世紀型スキルが定義され、産業界などか

らも注目されている。

○　こうした、従来から必要とされてきた基礎学力や専門知識などにとどまらない「力」の育成に関

する指摘は、特に最近において、よく耳にするようになったかに思われるが、本当に新しい動きな

のだろうか。

○　そこで、更に戦後教育改革以降にさかのぼり、学校で身に付けるべき「力」、中でも学校で育ま

れる知・徳・体のうち、知に係る「力」に関する、我が国における主な指摘の変遷を見てみること

とする。

◆　昭和 46 年『教育改革のための基本的施策今後における学校教育の総合的な拡充整備のための

基本的施策について』（中央教育審議会答申）

・たえず更新される知識・技術を積極的に吸収し，それを人間と社会の進歩に役立てる英知

・自主的・自律的に生きる力、自主的に充実した生活を営む能力、実践的な社会性

・創造的な課題解決の能力

・さまざまな価値観に対する幅広い理解力

◆　昭和 51 年『小学校、中学校及び高等学校の教育課程の基準について』（教育課程審議会答申）

・自ら考え正しく判断できる力

・創造的な知性と技能
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◆　昭和 60 年『教育改革に関する第一次答申』（臨時教育審議会）

・創造性

・自ら考える力（論的思考能力、抽象能力、想像力）、表現力、行動する力

◆　昭和 61 年『教育改革に関する第二次答申』（臨時教育審議会）

　　昭和 62 年『教育改革に関する第四次答申』（臨時教育審議会）

・創造力

・思考力、判断力、表現力

・主体的に活動し得る能力

・選択的に情報を活用・処理する能力

◆　昭和 62 年『幼稚園、小学校、中学校及び高等学校の教育課程の基準の改善について』（教育

課程審議会答申）

・自ら考え主体的に判断し行動する力

・自ら学ぶ意欲

◆　平成８年『21 世紀を展望した我が国の教育の在り方について（第一次答申）』（中央教育審議会）

・自分で課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決す

る資質や能力

・外国語によるコミュニケーション能力

・論理的思考力、科学的思考力、数理的に考察し処理する能力

・情報活用能力

◆　平成 10 年『幼稚園、小学校、中学校、高等学校、盲学校、聾学校及び養護学校の教育課程の

基準の改善について』（教育課程審議会答申）

・自ら考え、判断し行動できる資質や能力

・学び方や問題解決などの能力

・自ら学ぶ意欲や思考力・判断力・表現力などの資質や能力

・主体的に学ぶ力

・試行錯誤をしながら、自らの力で論理的に考え判断する力

・自分の考えや思いを的確に表現する力

・異なる文化や習慣をもった人々と…共に生きていくための資質や能力

・外国語に関する基礎的・実践的コミュニケーション能力

・情報活用能力　

◆　平成 15 年『新しい時代にふさわしい教育基本法と教育振興基本計画の在り方について』（中

央教育審議会答申）

・基礎的・基本的な知識・技能

・学ぶ意欲

・思考力、判断力、表現力

・探究心、発想力や創造力、課題解決能力

◆　平成 17 年『新しい時代の義務教育を創造する』（中央教育審議会答申）

・知識・技能の習得
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・知識・技能を活かして社会で生きて働く力

・生涯にわたって学び続ける力

◆　平成 19 年『教育再生会議第１次報告』（教育再生会議）

・読み書き計算の能力

・対話・意思疎通能力

・問題解決能力

◆　平成 19 年『教育再生会議第２次報告』（教育再生会議）

・学びの基礎となる、基本的生活習慣、学習習慣、読書習慣、体力

・基礎的・基本的な知識・技能、知的好奇心、豊かな情操、学ぶ意欲・態度、忍耐力、チャレン

ジ精神

・基礎・基本を応用し、課題を発見。自ら考え、判断・解決する能力、志、公共心、社会性、他

者を理解し思いやる心

・それらを実社会や職業生活で生かしていくための行動力、協調性、コミュニケーション能力、

思考力、創造力、リーダーシップ

・イノベーションを生み出すための高度な独創性、専門性、国際性

○　このような「力」に関する変遷を踏まえ、平成 19 年６月の学校教育法改正では、学力に関して、

　①　基礎的基本的な知識・技能の習得

　②　その知識・技能を活用した思考力、判断力、表現力等

　③　主体的に学習に取り組む態度

の３要素が明確化されることになった。

○　ここまで見てきたとおり、学力を“単なる知識の量としてとらえるべきではなく、思考力・判断

力・表現力や学ぶ意欲なども含めて総合的にとらえるべきである”といった考え方は、決して新し

いものではない。戦後教育改革時の“経験学習か系統学習か”という論争の中でも同様の議論が

あったように、今から60 年近くも認識されてきたと言えるものの、実際の学校現場では、そういっ

た総合的な学力を指導・評価する手法の開発が間に合わず、また、上級学校への入学試験や社会人

としての採用試験からのニーズなども背景として、どちらかというと、既存の知識・技能の習得に

重点を置いた指導が余儀なくされてきたと言えるだろう。

○　しかし、近年の PISA や全国学力・学習状況調査の「活用」に関する問題（B 問題）などのよ

うに、総合的な学力に関する評価手法が確立されてくるに至り、改めて今、現実社会で求められる

「課題発見・解決能力」「論理的思考力」「コミュニケーション能力」などが、学校においても強

く求められていると言える。
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総合的な学習の時間で　生徒、教師、地域が変わる！

総合的な学習の時間は、平成 11 年の学習指導要領改訂で創設された新しい学習の時間です。そこ

では、身の回りにある様々な問題状況について、自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に

判断し、よりよく問題を解決していく生徒の姿が期待されます。問題をよりよく解決するために、生

徒は地域に出かけたり、様々な体験活動を行ったり、多くの人と出会ったりして学んでいきます。

その中で生徒は、実際の社会や日常生活の中で活用できる能力を身に付けていきます。また、環境

の問題や福祉の問題など、解決が困難な現代社会の課題について真剣に考えていきます。そして、自

らの生活や行動などを振り返り、一人一人が自分の生き方を考えていきます。これからの「知識基盤

社会」においては、生徒が探究的に学ぶ総合的な学習の時間が重要です。

また、総合的な学習の時間では、生徒の成長とともに、学校や教師、地域も変容します。「生徒」

「教師・学校」「地域」の姿から改めて総合的な学習の時間の意味を考えてみましょう。

生徒が育つ

総合的な学習の時間を学んだ生徒の言葉です。

「普段の授業、学校の中だけではわからないようなことを総合的な学習の時間で体験し、その取組

をきっかけに僕らはそれぞれに何かをつかんだ。そして、僕は地域で行われているＮＰＯ活動などに

も参加するようになった。総合的な学習の時間をスタートに自分の進む道が拓けてきました。」

「自分と向き合うことがとても多い時間でした。自分が考えていることを表に出してみて、それを

もう一度考え直していくことで、自分の中の漠然としていた夢の焦点が徐々に合っていくように感じ

ました。総合的な学習の時間で夢をもつことができれば普段の授業にも積極的になれます。また、課

題発見能力、課題解決能力も

身に付きます。自分で問題を

解きながら、自分のどこがい

けないのかを客観的に見て、

どうしたらよいのかと自分で

考えて解決に向かうプロセス

が身に付いたと思います。」

「高校に入るまでは想像

もしなかったことだけど、こ

れからの人生を過ごす上で一

番ためになった授業は、総合

的な学習の時間だと思いまし

た。外国の大学では、社会教

養や常識を学ぶことが重視さ
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れているらしい。それは、幅広い

視野をもてる人間を育てるため

であり、専門的な知識も広い視野

や考え方がないと生かせないか

らだそうです。私たちの高校で

はそれが『総合的な学習の時間』

なんだと思います。もっとそん

な授業が増えればいいと思いま

す。」

高校生の時期は、本来、個々

の生徒の個性に応じて、それぞ

れの力が大きく伸びるときです。

しかし実際には、その力を存分

に発揮できないでいる状況もあ

ります。総合的な学習の時間を

通して、自らの能力を発揮し、一層伸ばしていくことが期待されます。

そのためにも、実社会との関わりを重視し、身近な地域や現実の社会にある問題の解決に向けて取

り組む総合的な学習の時間を行うことが大切です。生活現実にある問題を解決する探究的な学習を行

う中で、自分自身の将来や地域社会の未来について真剣に考え、実社会における自分の存在や役割な

どについて考えることにつながります。それと同時に、実際の社会で役立つ能力も育っていきます。

自ら設定した課題について、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し行動する生徒の育成が期待できる

のです。

こうした総合的な学習の時間を通して、生徒自身が本来あるべき学びの姿を実感することにつな

がっていきます。

教師が変わる

総合的な学習の時間を実践してきた教師の言葉です。

「総合的な学習の時間におけるグループでの課題解決的な活動や主体的に取り組む生徒の姿を生か

して、教科の授業でも積極的にグループ活動を取り入れるようになりました。総合的な学習の時間で

培われた課題解決力やコミュニケーション力が発揮され、生徒が自主的に学習していきます。こうし

た学習活動を繰り返すことで、生徒に確かな力が付いていると感じています。」

「総合的な学習の時間で探究活動を繰り返すことで、明らかに課題解決できる生徒になっていま

す。少々難しいテーマでも諦めずに取り組む姿が教科の授業でも見られるようになってきました。総

合的な学習の時間を指導する中で、難しい課題に挑戦して失敗するような経験も大切なのではないか

と気付かされました。一方的に知識を教え込み、決まったレールの上を走らせるような授業をしてい

た自分には、大きな発見でした。」

「総合的な学習の時間で学ぶ生徒の姿を間近で見続けたことで、一人一人の成長を見取ることが
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できるようになった気がしま

す。教科指導では点数化して

評価しようとしていたし、そ

れこそが良いことだと思って

いましたが、一人一人の生徒

の成長を多面的・継続的にと

らえることの大切さを知りま

した。教育の根本はこういう

部分にあるのだと実感しまし

た。」

総合的な学習の時間では、

生徒中心の授業が展開されま

す。そこでは、探究的で協同

的な学習の実現を目指しま

す。このことが、教師の教育

観や授業観を変え、生徒に対する見方を変えていきます。能動的に学ぶことで力を付けていくことに

気付いたり、一人一人の生徒の変容や成長を重視したりするようになります。

このことは、総合的な学習の時間のみならず教科の授業にも影響を及ぼします。一斉画一的な授

業、知識を一方的に教え込む授業が変化し始めます。自ら考え、他者とともに学ぶ生徒の姿を目指す

ようになるのです。こうして教師中心の授業が、生徒中心の授業へと転換していきます。

さらに、複数の教師がチームを組んで授業を構想したり指導したりする姿も見られるようになりま

す。活動が多岐に渡る場合もあり、各活動に対応し適切な支援をしていくために、学年や全校での指

導体制を整えたり、協力して指導したりするようになります。ともに学校文化を創造する雰囲気が校

内に生まれてくるのです。

地域に広がる

総合的な学習の時間で地域と関わり、地域のために活動を展開した生徒は、次のように語ります。

「どれだけ地域行政が頑張っても、どんなによい条例ができても、私たち住民が変わらなければ地

域は変わりません。私たちは総合的な学習の時間で、地域の方と一緒になって様々な地域活動を行っ

てきました。そのプロセスで、私たちは初めて地域のことを深く知り、地域を好きになりました。生

まれ育ったかけがえのないこの地域をもっと知りたい、守りたい、よりよくしたいと思うようになり

ました。地域の活性化には、私たち自身が地域を好きになることが一番大切なのです。総合的な学習

の時間によって、そんな気持ちをもてるようになったのだと思います。」

高校生のもつパワーは大きく、その可能性ははかりしれません。一人一人の生徒が本気になって、

真剣に地域のことを考えることで、学校を取り巻く地域や社会は大きく変容する可能性を秘めていま

す。事実、高校生が取り組む総合的な学習の時間によって、地域が活性化してきた事例も少なくない

のです。そんな高校生のエネルギーを生かさない手はないはずです。
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総合的な学習の時間の創

設から 10 年。総合的な学習

の時間は学校を地域や社会に

開きました。そこには、これ

までにない豊かな学習活動が

行われてきました。生徒の学

びは学校を超え、地域全体に

広がりを見せ始めています。

また、生徒の学びを支えよう

と、多くの大人が力を合わせ

る姿もたくさん見られるよう

になってきました。

「高校生が地域の元気の

源」「高校生の姿に大人が学

ぶ」と話す人がいます。生徒

たちの姿は生き生きとし、その声は明るくはつらつとしています。そんな姿や声が溢れる地域には活

気があります。総合的な学習の時間は、生徒を育て、学校を変えます。そして、その姿が地域へと大

きく広がっていくことが期待できるのです。
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